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(百万円未満切捨て)

１．2024年２月期第１四半期の連結業績（2023年３月１日～2023年５月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年２月期第１四半期 1,161 9.8 △52 ― △47 ― △29 ―

2023年２月期第１四半期 1,057 △33.8 △172 ― △171 ― △140 ―
(注) 包括利益 2024年２月期第１四半期 △41百万円( ―％) 2023年２月期第１四半期 △156百万円( ―％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2024年２月期第１四半期 △11.52 ―

2023年２月期第１四半期 △65.78 ―
　

(注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在するものの、１株当たり四半期純損失である
ため記載しておりません。

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2024年２月期第１四半期 2,291 94 0.4

2023年２月期 2,021 135 2.0
(参考) 自己資本 2024年２月期第１四半期 10百万円 2023年２月期 40百万円
　
　　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2023年２月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

2024年２月期 ―

2024年２月期(予想) 0.00 ― 0.00 0.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　　

３．2024年２月期の連結業績予想（2023年３月１日～2024年２月29日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 5,182 13.3 128 ― 139 ― 132 ― 50.91
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
　

(注）第２四半期連結累計期間における業績予想は行っておりません。

　　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 有

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 ―社（社名） ― 、除外 1社（社名） 株式会社アーム
　　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2024年２月期１Ｑ 2,636,600株 2023年２月期 2,636,600株

② 期末自己株式数 2024年２月期１Ｑ 36,316株 2023年２月期 36,316株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2024年２月期１Ｑ 2,600,284株 2023年２月期１Ｑ 2,136,284株
　
　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件等については、添付資料３ペ
ージ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の影響による厳しい状況が徐々に

緩和され、持ち直しの動きが見られました。

当社グループを取り巻く経営環境につきましては、少子高齢化という人口構造の変化により、新設住宅着工戸数

の減少が予測されており、既存住宅の平均築年数は上昇しております。そのため、住宅の老朽化と共に、水まわり

のトラブルを含む住宅の不具合は増える傾向にあります。

このような環境のもとで、当社グループは、単なる労働集約型の水道屋ではなく「Ｒｅ：ブランディング」され

た水道屋へなるべくサービスやマネタイズの強化に注力いたしました。従来の「水まわりサービス事業」におきま

しては、2021年８月に消費者庁からの行政処分を受けたことに伴い業務を中断し、当社正社員スタッフが修理等の

サービスを提供することなく加盟店スタッフが通信販売形式によりサービスを提供し、当社はコールセンター業務

等加盟店支援業務を行う加盟店ビジネスモデルである「水まわりサービス支援事業」に移行しております。

また、当社の連結子会社であった株式会社アームは、2023年４月に株式を譲渡したことに伴い連結の範囲から除

外しております。なお、連結の範囲から除外したことに伴い、フィットネス事業を報告セグメントから除外してお

ります。

以上の結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高1,161,991千円（前年同期比9.8％増）となりました。

営業損失は52,833千円（前年同期は172,904千円の営業損失）、経常損失は47,252千円（前年同期は171,327千円の

経常損失）、親会社株主に帰属する四半期純損失は29,964千円（前年同期は140,528千円の親会社株主に帰属する四

半期純損失）となりました。

セグメントごとの状況は次のとおりであります。

・水まわりサービス支援事業

加盟店支援の体制強化に注力いたしました。また、現場サービススタッフ数の減少、半導体不足による水まわ

り商品の納品遅延の影響もあったため業績は低調に推移しました。なお、現在は仕入商品の再選定を行い納品遅

延の影響は軽微となっております。また、現場サービススタッフ数の増員を進めております。

以上の結果、当事業の売上高は657,077千円（前年同期比4.1％減）、営業損失は63,743千円（前年同期は

156,019千円の営業損失）となりました。

・広告メディア事業

2022年11月に株式会社生活救急車（旧社名、駆けつけ事業準備株式会社）の株式を取得しており、事業として

は主にタウンページを中心に広告の掲載を行い集客していることから広告メディア事業に追加しております。

以上の結果、当事業の売上高は104,551千円（前年同期比40.5％増）、営業損失は11,447千円（前年同期は

37,883千円の営業損失）となりました。

・ミネラルウォーター事業

新型コロナウイルス感染症に伴う活動制限の緩和もありホテルを納品先としたプライベートブランド商品の販

売が回復しました。また、保存期間の長い備蓄用保存水需要の高まりを受け７年保存可能な保存水の販売や、Ｓ

ＤＧｓへ取り組む企業からの需要の高まりからアルミ缶ミネラルウォーターの販売が好調に推移しました。

以上の結果、当事業の売上高は400,362千円（前年同期比40.1％増）、営業利益は22,357千円（前年同期比6.0

％増）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

(資産)

当第１四半期連結会計期間末における資産の額は、前連結会計年度末に比べ269,833千円増加し、2,291,824千円

となりました。これは主に、売掛金が255,206千円増加したことによるものであります。

(負債)

当第１四半期連結会計期間末における負債の額は、前連結会計年度末に比べ311,291千円増加し、2,197,696千円

となりました。これは主に、預り金が442,206千円増加、短期借入金が100,000千円減少したことによるものであり

ます。

(純資産)

当第１四半期連結会計期間末における純資産の額は、前連結会計年度末に比べ41,457千円減少し、94,127千円と

なりました。これ主には、親会社株主に帰属する四半期純損失の計上により利益剰余金が29,964千円、非支配株主

持分が11,474千円減少したことによるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2024年２月期の通期の業績予想につきましては、2023年４月14日付の「2023年２月期 決算短信」で公表しまし

た内容に変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2023年２月28日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年５月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 129,341 43,201

売掛金 655,759 910,966

商品及び製品 28,976 33,293

原材料及び貯蔵品 106,440 120,115

未収入金 383,330 448,877

その他 191,551 201,685

貸倒引当金 △1,233 △1,676

流動資産合計 1,494,166 1,756,464

固定資産

有形固定資産 101,094 92,693

無形固定資産 64,359 69,698

投資その他の資産

その他 373,011 443,610

貸倒引当金 △10,641 △70,641

投資その他の資産合計 362,369 372,968

固定資産合計 527,824 535,359

資産合計 2,021,990 2,291,824

負債の部

流動負債

買掛金 139,365 185,193

1年内償還予定の転換社債型新株予約権付社
債

180,000 180,000

短期借入金 100,000 ―

1年内返済予定の長期借入金 186,752 186,752

未払金 483,160 475,520

未払法人税等 2,115 1,603

預り金 310,784 752,990

賞与引当金 3,387 5,979

工事補償引当金 785 685

その他 138,187 134,884

流動負債合計 1,544,538 1,923,608

固定負債

長期借入金 263,028 216,330

その他 78,839 57,758

固定負債合計 341,867 274,088

負債合計 1,886,405 2,197,696
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2023年２月28日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年５月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 415,791 415,791

資本剰余金 335,791 335,791

利益剰余金 △687,569 △717,533

自己株式 △23,393 △23,412

株主資本合計 40,620 10,637

非支配株主持分 94,964 83,490

純資産合計 135,585 94,127

負債純資産合計 2,021,990 2,291,824

　



株式会社アクアライン(6173) 2024年２月期 第１四半期決算短信

― 6 ―

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2022年３月１日
　至 2022年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2023年３月１日
　至 2023年５月31日)

売上高 1,057,821 1,161,991

売上原価 564,976 688,077

売上総利益 492,845 473,914

販売費及び一般管理費 665,749 526,747

営業損失（△） △172,904 △52,833

営業外収益

受取利息 22 3,511

受取手数料 3,600 4,768

助成金収入 978 ―

その他 386 106

営業外収益合計 4,986 8,385

営業外費用

支払利息 3,241 2,647

その他 168 157

営業外費用合計 3,409 2,805

経常損失（△） △171,327 △47,252

特別利益

固定資産売却益 850 1,607

投資有価証券売却益 1,020 ―

関係会社株式売却益 ― 64,179

保険解約益 11,396 ―

特別利益合計 13,266 65,787

特別損失

貸倒引当金繰入額 ― 60,000

特別損失合計 ― 60,000

税金等調整前四半期純損失（△） △158,061 △41,465

法人税、住民税及び事業税 590 △26

法人税等調整額 △1,669 ―

法人税等合計 △1,079 △26

四半期純損失（△） △156,981 △41,438

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △16,453 △11,474

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △140,528 △29,964
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2022年３月１日
　至 2022年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2023年３月１日
　至 2023年５月31日)

四半期純損失（△） △156,981 △41,438

四半期包括利益 △156,981 △41,438

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △140,528 △29,964

非支配株主に係る四半期包括利益 △16,453 △11,474
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　当社グループは、過年度より継続して営業損失、経常損失及び親会社株主に帰属する当期純損失を計上しており、

また、当第１四半期連結累計期間においても、「水まわりサービス支援事業」へビジネスモデルを移行したものの

加盟店等でのスタッフが不足していること、及び入電数の回復が当初見込みからは緩やかなものとなったことによ

り、引き続き営業損失、経常損失及び親会社株主に帰属する四半期純損失を計上しており、継続企業の前提に関す

る重要な疑義を生じさせる事象又は状況が存在しております。

　四半期連結財務諸表提出会社である当社は、当該状況を解消すべく、以下の対応を図ってまいります。

１．事業収支の改善

「水まわりサービス支援事業」として、当社正社員スタッフが修理等のサービスを提供することなく加盟店スタッ

フが通信販売形式によりサービスを提供し、当社はコールセンター業務等加盟店支援業務を行う加盟店ビジネスモ

デルに移行し、加盟店数を増やしております。また、加盟店増加に伴い加盟店契約の見直しを行い収益の改善に努

めております。当社は創業28年のノウハウを活かし加盟店支援業務及び加盟店従業員に対する技術・マナー支援等

に注力し、加盟店営業部の設置やコンプライアンス・法務セクションを創設する等コンプライアンス体制を構築し、

加盟店向けのサービス向上に努めております。合わせて、当社グループ全体の収益力を向上させるため、コールセ

ンター業務等の効率的な運営を行い、経費の見直しや固定費の削減に努め事業収支の改善を図ってまいります。

　また、加盟店でのスタッフの新規採用にも支援プランを策定し、採用及びスタッフへの教育が円滑に行われるよ

うサポートサービスの展開も進めてまいります。

２．資金繰りの安定化

　当第１四半期連結会計期間末において現金及び預金は43,201千円であり、前連結会計年度末に比べ86,140千円減

少しております。このような状況の中、取引金融機関などに対して、資金支援の要請をしてまいります。

　上記施策を推進し、事業収支の改善と資金繰りの安定化を図り、当該状況の解消、改善に努めてまいります。し

かしながら、これらの対応策は実施途上であり、現時点では継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められま

す。

なお、四半期連結財務諸表は継続企業を前提として作成しており、継続企業の前提に関する重要な不確実性の影

響を四半期連結財務諸表に反映しておりません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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３．その他

継続企業の前提に関する重要事象等

　当社グループは、過年度より継続して営業損失、経常損失及び親会社株主に帰属する当期純損失を計上しており、

また、当第１四半期連結累計期間においても、「水まわりサービス支援事業」へビジネスモデルを移行したものの

加盟店等でのスタッフが不足していること、及び入電数の回復が当初見込みからは緩やかなものとなったことによ

り、引き続き営業損失、経常損失及び親会社株主に帰属する四半期純損失を計上しており、継続企業の前提に関す

る重要な疑義を生じさせる事象又は状況が存在しております。

　四半期連結財務諸表提出会社である当社は、当該状況を解消すべく、事業収支の改善と資金繰りの安定化を図り、

当該状況の解消、改善に努めてまいります。なお、詳細については、前記「２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（継続企業の前提に関する注記）」に記載のとおりです。しかしなが

ら、これらの対応策は実施途上であり、現時点では継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められます。

　


